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１．学生参画 

＜学生を対象とした市民参画の目的＞ 

・将来、都市で活躍し、まちづくりの担い手になる学生世代の考えを把握することを目的とする。 

・仙台のまちづくりや、将来どのように暮らしたいと考えているのかなど、学生世代が望むまちづく

りを把握することで、都市計画マスタープランの策定に活かしていく。 

・また、ワークショップ等を通して、仙台のまちづくりに興味・関心をもってもらうことも目的のひ

とつとした。 

 

＜参加者＞ 

・仙台市内・近郊の大学に通う大学生・大学院生で、まちづくりに関係する学科の皆さんに参加して

いただいた。 

 

 

 

 

 

 

①都市計画に関する勉強会 

開催日時 令和元年 9 月中旬～10 月中旬 

開催場所 各大学 

参加人数 延べ約 120 名 

概要 各大学へ訪問し、仙台市都市計画マスタープラン及び 11 月に実施するワークショップ

のテーマ・事前課題について説明 

 

②学生ワークショップ 

開催日時 令和元年 11 月 9 日（土）10：30～16：30 

開催場所 enspace 

参加人数 34 名（男性 25 名、女性 9 名） 

概要 各大学混合のグループでワークショップを行い、STEP1～3 のワークを通して、未来

の仙台のまちづくりについて議論・発表を実施 

 

 

 

 

 

  

1



＜各グループの発表内容＞ 

・６グループのうち 5 グループが都心を対象としており、各地区の特性をそれぞれ捉えて、それらを

通りでつなぎ、回遊性を高めるなどの提案を行っている。 

・１グループについては市全体を対象としており、市内を大きなエリアに分けて都心と郊外との関係

等も含めて提案を行っている。 

グループ タイトル 内容 

Ａグループ 緑のある駅チカ生活 緑を増やし、「杜の都」をより象徴的なものにする、仙台で

しか見られない街並みに！ 

Ｂグループ 〇〇にであうまち仙台 

～移り変わる杜の都～ 

様々なモノ・コト・人に、「出会い、楽しむ」ことができる

仙台に！ 

Ｃグループ 魅力を活かす街づくり 仙台らしさ、機能集約、新しい文化で魅力を活かす街に！ 

Ｄグループ 間の自生 駅やゾーンをつなぎ、間に仙台らしさを生んで、回遊性の

ある街に！ 

Ｅグループ 学生によるコンパクト

シティの夜明け 

住宅、産業、オフィスなど職住近接のコンパクトシティ

を！ 

Ｆグループ エリアごとに考えるま

ちづくり 

エリアの強みを活かした街に！ 
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を
高
め
る
た
め
に

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

市
と
学
生
が
連
携
し
、

空
き
家
を
活
用
し
て

学
び
の
場
、

イ
ベ
ン
ト
の
場
と
な
る

学
生
街
を
つ
く
る

西
公
園
か
ら
定
禅
寺
通
周
辺
の

歩
行
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、

定
禅
寺
通
活
用
し
た
取
組
を
行
う
　

観
光
地
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
た
め
、

主
要
施
設
を
中
心
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
、

ま
ち
を
周
遊
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

誰
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

今
以
上
に
活
発
な
通
り
を
形
成
す
る

住
宅
、
産
業
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
職
住
近
接
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
！

S
T
E
P
3

暮
ら

し
続

け
た

い
と

思
え

る
「

未
来

の
仙

台
の

ま
ち

づ
く

り
」
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 グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

様
子

 発
表

の
様

子

：
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
エ

リ
ア

：
住

宅
地

エ
リ

ア
：

中
心

地
エ

リ
ア

：
交

通
利

便
性

向
上

エ
リ

ア

：
強

み
：

弱
み

・
広
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ま
ち
　
　
　
・
路
地
が
ビ
ル
で
暗
く
な
い
ま
ち

・
歩
い
て
す
む
、
車
の
い
ら
な
い
街
　
・
隣
人
と
気
軽
に
会
話

・
駅
前
以
外
に
集
ま
る
場
所
 
 

  
・
木
陰
で
寝
ら
れ
る
公
園

・
渋
滞
し
な
い
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
・
道
沿
い
に
屋
台
が
並
ぶ
ま
ち

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
充
実
し
て
い
る

・
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
の
顔
が
わ
か
る

・
カ
フ
ェ
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

…
・
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
居
住
環
境
　
　
　
　
　
　

な
ど

グ
ル
ー
プ

S
T
E
P
2

普
段

の
行

動
か

ら
考

え
る

、
仙

台
の

特
徴

、
ま

ち
の

強
み

・
弱

み

S
T
E
P
1

理
想

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

か
ら

考
え

る
、

選
ば

れ
る

都
市

の
魅

力

S
T
E
P
3

暮
ら

し
続

け
た

い
と

思
え

る
「

未
来

の
仙

台
の

ま
ち

づ
く

り
」

エ
リ
ア
の
強
み
を
活
か
し
た
街
に
！

住
宅
地
エ
リ
ア
で
は
広
い
公
園
を
整
備
し
て

地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
の
形
成
を
図
る

都
心
と
郊
外
が
直
結
す
る
交
通
手
段
を
確
保
し
て
、

郊
外
の
交
通
利
便
性
を
向
上
す
る 農
村
の
魅
力
を
活
か
し
、
人
を
呼
び
込
む
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
取
組
を
実
施
し
て
認
知
度
の
向
上
を
図
る

駅
周
辺
を
歩
い
て
い
て
も
休
む
場
所
が
な
い
た
め
、

心
安
ら
げ
る
公
園
や
体
を
動
か
せ
る
よ
う
な
施
設
を
つ
く
る
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③学生発表 

開催日時 令和元年 12 月 5 日（木）17：45～18：45 

開催場所 enspace 2 階イベントスペース 

参加人数 約 30 名 

概要 仙台市を取り巻く状況や学生ワークショップの意見等を踏まえた「仙台の未来のまちづ

くり」についての提案発表会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発表内容＞ 

・「仙台市中心部の発展が仙台市全体の活性化につながる！」という視点から、提案の対象を都心部と

している。 

・まちなかへの動線の維持・強化、まちなか周辺エリアの関連機能の集約・増進を図り、各エリアの

特色を強化して、環状にそれらを結ぶことにより、目的のモノ・ヒト・コトに「めぐり・あう街」

を実現する将来都市構造の提案を行っている。 
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２．まちづくり専門家交流会 

 

開催日時 令和元年 10 月 23 日(水)13 時 30 分～16 時 00 分 

開催場所 パセオ 6F TKP 仙台勾当台公園会議室 

参加人数 19 名 

概要 市からの事業報告や参加者からのまちづくり活動の報告等の後に、『未来の仙台のある

べき姿・仙台のまちづくり』をテーマとして意見交換を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜未来の仙台のあるべき姿・仙台のまちづくりの主な意見＞ 

・まちづくり専門家の視点から仙台らしさを文化や交通、環境等から捉えており、まちづくりとして

重点的なところには投資すべきなどの意見が出されている。 

分野 意見 

特色 ・ 東京を目指す必要はない。仙台らしさが重要。 

・ 福岡や名古屋などと比較すると、まちづくりに関する補助や施策が弱い。他都市

は、お金を投入するポイントがはっきりしている。 

経済 ・ 生活、文化、緑も大切だが、経済にもっと力を入れるべき。 

都心 ・ お金をかける場所(駅前)とリノベで対応する場所のメリハリが大切。 

・ 都心部は老朽化しているがアーケード側は工事が難しい。共同化して建替えなどの

検討が必要では。 

・ 青葉通りや定禅寺通りの太い骨格としての道路やそのまわりにしっかりとした街区

があるのは財産。 

文化 ・ 伊達の文化をもっと見せてはどうか。見せ方でもっと仙台をアピールできる。 

・ 外国人は伊達正宗の印象が強いようだ。また、いろは横丁などにつれていくとかな

り喜ばれる。 

交通 ・ 市バスと宮交がダイヤ調整すれば、もっと使いやすくなる可能性がある。事業者自

ら調整するのは難しいので行政が主体で調整すればよいのでは。欧米のように「歩

いて生活できる街」を作るのに税を投入すべき。 

・ 公共交通だけでなく、モビリティの問題。ライドシェア等で移動範囲を拡大し、厚

みのあるまちづくりを。 

広域連携 ・ 公共施設や医療機関の役割分担を自治体の垣根を越えて都市圏で考えるべき。 

環境 ・ 公園などはやはりほしい。人が集まるコアのようなものが必要。 

・ 仙台は清潔なまち。緑被率は低いが緑視率は高い。それはよいと思う。 

協働 ・ 大きな再開発だけでなく、小さなまちづくりに対する支援も必要。 

・ 市民協働は縦割りではなく、横串を刺してほしい。 
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３．転勤者意見交換会 

 

開催日時 令和元年 12 月 3 日（火）19：00～21：00 

開催場所 上杉分庁舎２階第２会議室 

参加人数 14 名 

概要 『他都市と比較した仙台市の特徴（強み・弱み）について』、『これまでに暮らした都市

で感じた魅力について』、『これからの仙台のまちづくりについて』をテーマにして座談

会を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜転勤者意見交換会における主な意見＞ 

・子育てのしやすい環境や子どもの教育環境の充実により、家族で住みたい街にすることが重要とい

う意見が出されている。 

・来訪者や若者に愛される街となるため、魅力的な人と出会える溜まり場づくりや夜の賑わいが重要

という意見が出されている。 

 

■他都市と比較した仙台市の特徴（強み・弱み）について 

強/弱 意見 

強み ・ 学生が多く、賑わいがある。 

・ 程よく都会で住みやすい。 

・ 便利。コンパクト。通勤時間が短い。東京ではできない暮らしができる。 

・ アーケード商店街がにぎわっている。 

・ 地下鉄など、公共交通がとても便利になった。 

・ 仙台駅に集まりさえすれば、どこにでも行ける。 

・ 東京との距離が近い。1 時間半で行くことができる。安心して赴任できる。 

・ 仙台は人が良い、人が魅力と思っているが、誰と出会うかだと思う。人はストーリ

ーがないと惹かれない。 

・ 自然が多い。車で 10～15 分でリフレッシュできる。空気がおいしい。 

・ 東京や東北各地から人が集まる。 

・ 夏涼しい。過ごしやすい。 

・ 直線の街路のため街の動線がわかりやすい。 

・ 野球やサッカーなどスポーツが街とひとつになっている。 
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強/弱 意見 

弱み ・ マチナカに溜まれる場所がない。 

・ 中途半端に都会なので、近所付き合いがなく、地元の人との交流が持てない。 

・ 公共交通は便利ではあるが、一度仙台駅を経由しなければならない。 

・ 観光の面で、市内で見せるものが悩ましい。 

・ 東京との距離が近いので、週末に東京に帰ってしまう。 

・ 物件が少なく古い。選択肢が少ない。 

・ 仙台といえば「○○」という具体的なものがない。目玉がない。 

・ サービスの種類が少ない。 

・ 車がないと生活しづらい。 

・ 熟考しがちで瞬発力が低い。 

 

■これまでに暮らした都市で感じた魅力について 

場所 意見 

全般 ・ 特色のあるエリアがあること。伝統と新しいもの。長期/短期、時間帯による魅力の

打ち出し。 

・ 回遊性があること。そうすると、人が街に出て、賑わいが生まれる。 

・ ストレスが少ないこと。街が清潔なこと。におい、ビル風がないこと。ストレスが

ないと暮らしやすい。 

・ 歩いていてわくわくするような街。知らない人と出会う、人間同士がつながるよう

な環境（バーなど）のある街。 

・ 街の飲食店が出店するチケット制のバルイベントがある街は、こんなお店があった

のか！という発見があってよかった。 

・ 長期で滞在したくなる都市。夜の楽しく過ごせる街は宿泊する。 

 

■これからの仙台のまちづくりについて 

分野 意見 

特色 ・ 「東京」を意識するのではなくアジア等の海外目線での「東北」意識を持つ。 

・ 綺麗すぎて、ディープさがない。深さが欲しい。 

・ 東京に出て行ったとしても、戻ってくる場所になるといい。 

空間 ・ 目的地に向かうだけになっているので、途中で寄り道ができるといい。 

・ エリアごとのブランディング。切り取り方/見せ方を上手く。 

・ 仙台の不動産は高すぎる。だから路面店はチェーン店ばかりになってしまう。 

交通 ・ 二次交通。日々の交通として、使いやすいもの。ダテバイク/カーシェアのような、

セグウェイ、電動キックボード。 

・ 他の街からくる人に対してやさしい街になる。特に交通には何に乗ればどこに行く

のかがわかりやすいようにする。 

環境 ・ 自然や、ストレスの少ない環境は継続して守っていく。（ケヤキ並木等） 

人 ・ 仙台は常に人が入れ替わる。その人たちが短期間で仙台を好きになれるように、溜

まれる場所があるといい。 

・ 人の持っているストーリーに惹かれるので、ストーリーを見せる。人とインフラが

組み合わされるといい。 

仕組み ・ コンパクトなので、何か行動を起こせば繋がっていく規模感。 

・ ハードもソフトも、やりたいことをやりやすい仕組みづくりを。 
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分野 意見 

働く ・ 自分を PR しやすいし、異業種交流もしやすい。 

・ 若者が起業、挑戦できる街。 

若者 ・ 若者に愛される街になってほしい。夜の賑わいや子育てのしやすい環境が残りたい

と思わせる。 

教育 ・ 家族で住みたい街にする。子どもの学力・教育が重要で、教育の ICT 化などは効果

的。子供に教育用タブレットを配る事例等がある。 

・ 子供の成長を応援する街。フィンランドの税制は子供への投資が大きい。 

観光 ・ 長期で滞在したくなる都市。夜の楽しく過ごせる街は宿泊する。 

・ 訪れる人が「周遊」できる環境。イベント発信などでまちを周遊してもらい、再訪

者を増やす。 
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